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熊本県監査委員公告第３号 
地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４項の規定により、令和４年

（２０２２年）６月１日から８月２６日までの間に実施した監査の結果に基づき講じた

措置について、熊本県知事、熊本県議会議長、熊本県教育長及び熊本県公安委員会から

通知があったので、次のとおり公表する。 

令和５年（２０２３年）２月２４日 

熊本県監査委員  藤 井 一 恵 

同        竹 中   潮 

同        髙 木 健 次 

同        増 永 慎一郎 

 

監査対象機関 監 査 の 結 果 措 置 状 況 等 

企画振興部 

統計調査課 

(損害賠償金の支出について) 

 社会生活基本調査において、

調査員のメールアドレスの登録

を誤ったことにより、本来必要

のなかった携帯端末の機種変更

を行わせ、損害賠償を要する事

案が発生している。 

組織的チェックの徹底によ

り、再発防止に努めること。 

事案発生後、事務処理ミスにより

同様の事案が発生しないよう、全職

員に注意喚起を行うとともに、本事

案に関わった職員に対しても、所属

長からの注意指導を実施した。さら

に、関係者で、再発防止に向けたチェ

ック体制やリスク低減の方法につい

て意見交換を行った上で、全職員に

対して、以下の 2 点を徹底し、再発

防止を図った。 

①先方から当方へ空メールを送信

してもらうなど、電子的な手段(コ

ピー＆ペースト)で登録する。 

②やむを得ず手入力によりアドレ

スを登録する際は、複数の職員で

アドレスの最後の 1 文字まで丁寧

に読み合わせによる確認を行う。 

企画振興部 

交通政策課 

(財産の管理瑕疵について) 

 小型機総合航空基地に設置し

ているゲートが強風により転倒

し、空港制限区域立入禁止フェ

ンスに衝突し、Ａ社が所有する

センサーシステムを破損させ、

賠償金を支払っている。 

安全点検を行うなど、財産管

理を適切に行うこと。 

 

 

Ａ社に対しセンサーシステム復旧

費用に係る損害賠償を行うととも

に、転倒した原因の検証結果等を踏

まえ、抜本的な再発防止策として脱

線防止装置を備えたゲートへの全面

改修工事を実施中。 
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監査対象機関 監 査 の 結 果 措 置 状 況 等 

健康福祉部 

医療政策課 

(交付金の収入未済について) 

 国への交付金請求額を誤り、

収入未済が生じている。 

交付金の請求手続において

は、請求額に漏れが生じないよ

う、組織的なチェックを徹底す

るなど、再発防止策を講じるこ

と。 

 

 

本事案は課内で会計処理自体の理

解や組織的なチェックが不十分だっ

たことが原因であることから、組織

的なチェック体制の強化・徹底を行

うため、次のとおり再発防止策を定

め、取り組んでいる。また、課内及

び関係課を含め共有し、今後同様の

事例が発生しないよう努める。 

＜再発防止策＞ 

(1)国への概算払請求は、令達先の

所属分も含め予算計上課が責任をも

って行うというルールを徹底。 

(2)事業担当班では令達先分も含め

た予算執行管理表を作成し、国への

概算払請求の際には、総務班は事業

担当班から回議された額を改めて歳

入歳出予算執行表で確認する組織的

なチェックを徹底。 

商工労働部 

労働雇用創生

課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(免許の交付誤りについて) 

 職業訓練指導員免許交付につ

いて、次の課題がある。 

(1)規則に定める免許職種にな

い職種名で交付した免許証が 2

通あり、後日差し替えている。 

(2)(1)に伴い、手数料を過徴収

し、後日返還している。 

組織的チェックの徹底によ

り、再発防止に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免許証交付に係る決裁に確認用資

料(職業訓練指導員免許職種一覧等)

を添付せず、申請書の内容について

組織的に十分な確認をしていなかっ

たことが原因である。 

そのため、当該業務では、主査・副

査・班長の三重チェックにより確認

体制の強化を行い、再発防止策を徹

底することとした。具体的には、決裁

の段階において「職業訓練指導員免

許申請資格と申請に必要となる書

類」や「【別表】職業訓練指導員免許

職種(123職種)と技能検定職種との

対応表」を添付のうえ、職種名などに

誤りのないよう確認を徹底する。 

また、再発防止策は、課内でも共有

し、今後同様の事案が発生しないよ

う周知徹底を図った。  
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監査対象機関 監 査 の 結 果 措 置 状 況 等 

土木部 

河川課 

(公用車の毀損について) 

 公用車の毀損額が大きい自損

事故が 1 件、それ以外の自損事

故が 1件発生している。 

職員の交通安全意識の高揚を

図るとともに、交通事故に対す

る効果的な防止策を講じるこ

と。 

・当該運転者に対しては、注意を怠

らなければ防げた事故であることか

ら、厳重な注意を行い、入念な安全確

認について指導した。 

・所属職員に対しては、交通安全講

習会を実施し、交通安全意識の高揚

を図った。更に、再発防止を目的に、

車庫入れの際の同乗者下車による後

方確認及び現地視察の際の下車後の

調査実施について徹底する。 

なお、毎月の課の班長会議等を通

じて、安全運転及び交通規範の遵守

徹底を図っている。 

・県庁地下駐車場内の事故について

は、視認性を高めるため、衝突した柱

に反射材を設置した。 

 

 

土木部 

港湾課 

(国有資産等所在市町村交付金

の交付について) 

 特定の事業者に県有財産の固

定資産(港湾施設)を継続的に貸

し付けている場合は、当該固定

資産の所在する市町村に対し、

国有資産等所在市町村交付金を

交付しなければならないとこ

ろ、対象市町村に交付金の支払

が行われていない。  

国有資産等所在市町村交付金

法に基づき、交付漏れのないよ

う適正な事務処理を行うこと。 

 

港湾施設の使用許可事務を行って

いる各港管理事務所や広域本部・地

域振興局から、当該港湾施設の使用

者及び使用許可期間等の情報を入手

し、港湾課において使用実態を確認

したうえで交付金の対象とすべきか

否かを確定できるようチェックリス

トを作成した。 

 このチェックリストを活用し、交

付漏れがないよう適正な事務処理を

行っていく。 

 なお、交付漏れとなっている交付

金については、令和 4 年度末までに

交付できるよう事務処理を進めてい

る。 
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監査対象機関 監 査 の 結 果 措 置 状 況 等 

教育委員会 

文化課 

(電話料金の支払遅延について) 

令和 3 年(2021 年)4 月分のフ

ァクシミリ利用料金について、

支払が遅れたため、遅延利息が

発生している。 

支払手続において組織的なチ

ェック体制の強化を図り、支払

漏れの防止に努めること。 

 

毎月支払のあるものについては、

事業支出点検表に加えて、紙で「毎月

の支払確認一覧表」を作成し、その都

度、支払状況を記入していくことで、

一目で支払状況が確認できるように

した。 

毎月担当者及び担当班長が、一覧

表を確認し、押印を行うことで、チェ

ック体制の強化を図っている。 

年度が替わり担当者が変わって

も、この取組を継続し、組織的なチェ 

ックを継続していく。 

 

議会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(経理事務について) 

 経理事務について、次の課題

がある。 

(1)一般需用費、一般役務費につ

いて、請求書の管理を怠り、複数

の支払遅延を生じているものが

ある。 

(2)物品の購入代金について、支

払われていないものがある。 

(3)「常時の費用」として交付さ

れた前渡資金について、毎月行

うべき精算報告がなされていな

い。 

熊本県会計規則等に基づく適

正な事務処理が図られるよう経

理事務の総点検を行ったうえ

で、組織的な進行管理体制やチ

ェック体制の強化に努めるこ

と。 

 

経理事務に当たっては、支払完了

まで班長をはじめとする複数人によ

るチェック体制の強化を図り、組織

として再発防止に努めている。 

 特に、請求書については、班長が一

括して受け取り、確認表に請求書受

付日を記入のうえ、担当者に処理さ

せることで支払遅延を防止してい

る。 

 なお、課題(1)から(3)については、

全ての処理が完了した。 
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監査対象機関 監 査 の 結 果 措 置 状 況 等 

警察本部 

捜査第一課 

(職員の交通事故について) 

 公用車による過失割合の高い

人身事故が 1件発生している。 

職員の交通安全意識の高揚を

図るとともに、交通事故に対す

る効果的な防止策を講じるこ

と。 

事故当時者に対する個別の指導は

もちろんのこと、所属の職員に対し、

本件の発生原因の分析結果等を踏ま

えつつ、朝礼、個々面接等のあらゆる

機会を捉えて交通安全に関する指導

教養を行ったほか、グループ検討も

開催した。 

また、平素から車両の点検を徹底

すること、車両出発前に幹部が安全

運転に関する具体的な指示を行うこ

と等を指導した。 

交通安全意識の高揚及び交通事故

の防止に有効な取組を継続的に行

い、公用車に係る交通事故の防止に

努める。 

警察本部 

交通規制課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(道路標識設置工事について) 

 道路標識設置工事において、

竣工認定の後に外部からの指摘

により、誤った設計に基づき施

工されたことが発覚し、是正工

事を行ったものがある。 

設計図書の内容について、組

織的なチェック体制を強化し、

再発防止に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件を踏まえ、その後の道路標識

設置工事については、 

・複数人による設計図の確認 

・誤認識を防止するための工夫(設

計図の文字を太字にして見えやすく

したもの) 

・施工伺い時の決裁における書類等

の確実な点検 

・工事施工時における担当者と施工

業者の現地立会いによる標識の設置

位置等の確認 

・竣工検査時における設計図との照

合及び現地における複数人での目視

検査 

等を行うこととした。 

これらの取組を確実に実施し、再

発防止に努める。 
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監査対象機関 監 査 の 結 果 措 置 状 況 等 

警察本部 

警務課 

(源泉所得税に係る延滞税につ

いて) 

 平成30年(2018年)及び令和元

年(2019 年)分の年末調整におい

て、源泉所得税に徴収不足が生

じ、不足分を法定納付期限後に

納付したため延滞税が発生して

いる。 

所得税法に基づき適切な事務

処理を行うとともに、組織的な

チェックを徹底すること。 

本件を踏まえ、年末調整（修正）報

告書の誤記載を防止するため、職員

本人に申告書のデータを入力させ、

当該データに基づいて自動的に年末

調整（修正）報告書が作成されるシス

テムを構築した。 

また、 

・申告書と証明書類の点検 

・複数人による確認 

・年末調整制度を周知するための教

養 

等を行った。 

これらの取組を確実に実施し、再

発防止に努める。 

 

警察本部 

警察学校 

(電気料金の支払遅延について) 

 令和 3 年(2021 年)3 月分の電

気料金について、支払が遅れた

ため、遅延利息が発生している。 

支払手続において組織的なチ

ェック体制の強化を図り、支払

漏れの防止に努めること。 

本件を踏まえ、その後の支払手続

においては、 

・支出未済一覧等のチェック 

・執務室内の整理整頓 

・回付前支出書類の一元管理（保管

場所の指定） 

・回付の際の支出命令簿等受付簿へ

の確実な記載 

・複数の職員での受付簿と送付書類

の相互チェック 

等を行っている。 

これらの取組を確実に実施し、再

発防止に努める。 

 

 

 


